
下水熱の効果と特長 

【下水水温と気温との比較】 

○下水は大気に比べ冬は暖かく、夏は冷たい特質を有するとともに、安定的かつ豊富に存在。 
○都市に存在する下水熱等の温度差エネルギーをヒートポンプで活用することにより、省エネ・省CO2効果が期
待される。 

○下水熱は、都市域における熱需要家との需給マッチングの可能性が高く、また採熱による環境影響が小さい
など、他の温度差エネルギー（河川水、地下水等）と比べて複数のメリットがある。 

（出典：平成19年度資源エネルギー庁調査） 
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【未利用エネルギーを活用した地域冷暖房の省エネ効果】 

0

5

10

15

20

25

30

35

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

温
度
[
℃
]

月

下水水温

気温

温度差エネルギーを利用できる差分

冷暖房等 

に利用 

【下水熱の特長】 

 下水熱は他の温度差エネルギーと比べ都市内に安定的
かつ豊富に存在していることから、都市域で発生する熱需
要家との需給のマッチングの可能性が高い。 

 河川水、地下水は環境影響の観点から取水制限について
考慮する必要があるが、下水の取水による環境影響は小
さい。 

 下水再生水の利活用と下水熱利用をパッケージ化するこ
とで、省エネ、省CO2以外の観点からも環境面での貢献性
の高い取組が可能となる。 

 下水道のストックを活用して社会に貢献できる。 
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【下水熱のポテンシャルと利用の現状】 

賦 存 量 

下水処理量 

140億m3/年 

利用可能熱量 

7,800Gcal/h 

利用状況 

下水熱を利用した 

地域熱供給 

3箇所 

個別建物での利用 

9箇所 

約1,500万世帯の 

年間冷暖房熱源に
相当 

○下水熱は、約1500万世帯の冷暖房熱源に相当する大きなポテンシャルを有する。 

○一方で、その国内利用はほとんどが下水処理場内に限られており、地域における利用事例は12件程度にと
どまっているなど、利用実績は少ない。 

○なお、欧州では普及が進んでおり、ドイツでは30件程度の導入事例が存在。 

下水熱のポテンシャルと利用の現状 

文京区後楽一丁目

幕張新都心ハイテク・ビジネス地区

盛岡駅西口地区

横浜国際総合競技場
（日産スタジアム）

魚津市営体育施設
「ありそドーム」

枚方市営総合福祉会館
「ラポールひらかた」 公民館（五条川左岸

浄化センター敷地内）

射水市営体育施設
「海竜スポーツランド」

西区民･保健センター

新砂三丁目地区の医療福祉施設

ソニーシティ（ソニー本社）

仙台市のヨークベニマル店舗

※赤字は地域熱冷暖房活用事例
黒字は個別建物への下水熱供給事例

【下水熱の地域における利用事例】 
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下水熱ポテンシャルマップ 
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○下水熱利用に当たり、計画・設計に必要な情報が不足しているため、下水熱の賦存量や存在位置を容易に
把握できる「下水熱ポテンシャルマップ」を開発中（環境省との連携事業）。 

○平成25年度は、下水熱利用の構想段階において、民間事業者の導入意欲を高めることに活用できる「広域
ポテンシャルマップ」について、モデル地域での作成と手引きを取りまとめ。 

○平成26年度は、具体のプロジェクトにおける採算性・環境性の定量的な検討や実施設計を行うために必要な
情報を提示し、事業者のコストを削減する「詳細ポテンシャルマップ」を検討。 

事業化・ 
普及に至る
プロセス FS･基本設計段階 実施設計段階 

事業化段階 構想段階 

構想段階 企画段階 

FS地域・事業化地域の絞込み等に活用 

広域ポテンシャルマップ（平成25年度） 詳細ポテンシャルマップ（平成2６年度） 

事業計画の詳細検討等に活用 既存のデータ次第で 
詳細検討にも活用可能 

管路上の各マンホールにおける 
ポテンシャル（日平均）を図示 

標準時刻データ 

時
刻
別
下
水
流
量

 
時刻 

【特徴】 
利用が見込まれる特定の街区を対象 

時刻別ポテンシャルを算出 

下水管の埋設深など実導入の視点から必要な    

  情報も整備 

凡例 

ポテンシャル量 

（給湯利用可能な 

住宅世帯数の目安） 

100～1,000世帯 

1,000～10,000世帯 

10,000～100,000世帯 

【イメージ図】 



平成26年度下水熱ポテンシャルマップ策定事業モデル地区の概要 
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千葉県浦安市 愛知県豊田市 大阪府茨木市 兵庫県神戸市 福岡県福岡市 

モデル地区 

新浦安駅周辺 豊田市駅前通り 
再開発区域 

旧東芝大阪工場跡地 国際展示場周辺 ウォーターフロント
地区 

これまでの取組 

災害に強く環境にも優
しい持続可能な「環境
共生都市」を目指して
いる。 
昨年度は国土交通省
の支援を受けて、「都
市排熱利用モデル構
想」を策定し、下水熱
の利用可能性がある
地区を選定した。 

平成21年３月に「環境
モデル都市」に選定さ
れ、低炭素社会の実現
に向け先駆的な取組を
実施している。下水熱
利用について、まちづく
り部局と連携して検討
を行い、モデル地区内
北側の高齢者施設で利
用予定である。 

（株）東芝が、自社工場
跡地において「茨木市
スマートコミュニティプロ
ジェクト」の検討を進め
ており、下水熱利用が
提案されている。 
市も積極的に協力し下
水熱ポテンシャルマップ
を作成。 

平成25年度は広域ポ
テンシャルマップのモ
デル地域となり、民間
事業者等への下水熱
のPRを行っている。 

平成25年度は広域ポ
テンシャルマップのモ
デル地域となり、民間
事業者等へ下水熱の
PRを行っている。 

モデル地区の 
熱利用に関する

概要 

ホテル、商業施設、オ
フィスビル等が集積し
ている。現在、民間事
業者による商業施設
の開発が予定されて
おり、設計段階である。 

下水熱利用を予定して
いる北側に加え、南側
には熱需要の大きい施
設（ホテル等）が平成20
年に完成済みである。 
 

スマートコミュニティとし
て、今後オフィス、商業
施設等の立地が予定さ
れており、エネルギーセ
ンターの設置を計画中。
（平成30年竣工予定） 

現在、ごみ焼却熱の
利用が行われており、
また地域エネルギー
マネジメントシステム
が検討されている。 

第２期展示場の整備、
ホテルの誘致等大規
模開発を予定。 

モデル地区の 
下水道の概要 

地区の外側３方には
幹線(管径500～
1200mm)が埋設されて
いる。 

地区東側に幹線(管径
800～1000mm)が埋設
されている。 

地区中央を南北に縦断
する幹線(管径900mm)
が埋設されている。 

モデル地区の南側に
幹線（管径400mm）が
埋設されている。 

地区近傍に下水ポンプ
場があり、１街区離れ
て合流幹線が埋設さ
れている。 

この地図は、国土地理院発行の地形図を使用したものである。 
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